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入学 試験が学 習ス トラ テ ジーに及ぼ す影響 は卒業時に もみ られ るか

国際基督教大学　渡部良典

聖霊女子短期大 学　石 浜博之

　本研究の 目的は 、 短 大入学時に観察 され た 、 入学試験の 学習ス トラ テ ジーに与 える影響

が 2 年後の 卒業時 に も見られ るか どうか を調査す るこ とにある 。

　前回 、 1990 年 4 月に行 われた調査にお い て 、入学試験を受 けて入学 した学 生 と推 薦

入学を通 して入学 した学生 の 学習ス トラテ ジー使用の 比較を行 っ た 。 その 結果 、入学試験

を受け た学生の 方が 、推薦入学 を通 した学生よりも、より多様なス トラテジ ーを使用 す る

傾向が 見られ た 。 具体的に は 、因子分析の 結果得 られ た 5 種類の ス トラテ ジ ーグル ープ

（ComNunicative　learning　strategies 、　Co■pensation 　and 　guessing 　strategies 、

Socio−affective 　strategies 、　Formal　learning　strategies 、　Hental　operational

strategies ）の うち、4 種類 をよ り頻繁に使用する傾向が み られ たの であ る （統計的有意

差あり） 。 しか しなが ら、Socio−affective 　 strategies の 使用に っ い て は 両者の間に差が

見られなか っ た 。

　更に 、同様 の 傾向は入学直後の 1 年生ばか りで な く 、 短大で 1 年を過 ご した 2 年生に も

見受け られ た。 試験勉強は 学生に様々 なス トラテ ジーを使用せ しめ る効果があ る一方、外

国語使用の 社会心 理的側面 （例えば 、 他の 学生と協力 して学ぶ 、気分を リラ ッ ク ス させ る、

自分が 成功し た時に は 自分を誉め る 、 な ど）にか か わ るス トラテ ジーの 使用 は あ まり促進

しな い 。 ま た、こ の ような試験勉強の 影響は、短大就学後 1年 た っ て も弱 まるこ と はな い

よ うなの で あ る 。

　 しか しなが ら、以 上の調査か ら得 られ た結果 、 特に後者の 継時的側面にっ い ては 、 1 、

2 年生異な っ た学生を比較 し て得 られ たもの で あり、充分信頼で きる もので はな い 。 本来

な らば 、 同 じ学生が 1 年を経 た後、どの ように変化 してい るか 、を考察 しな けれ ばな らな

い の で ある 。

　今回の 調査 は 上に述べ た前回の 調査の 欠点を補お うとする もので ある 。 すな わ ち、 19

90 年 4 月に入学 した学生が 当時と比べ て 、 1992 年 2 月、 2 年間の 短大での英語学習

を終え た時に学習ス トラテ ジ ー使用をどの ように変化 させ たか 、あ る いは させな い か 、 を

考察の 対象 とする 。 そ の 際、前回 に見 られた受駿勉強 の影響 が残 っ て い るか ど うか に 特に

焦点をお く 。

　調査対象 は 、秋田聖霊女子短期大学の 英語科の 学生 合計 156 名の 中か ら入試、推薦そ

れぞ れの 学生が 同数 になる よ うに 39 名ずっ をラ ンダ ム に選ん だ 。 前回 に参加 した学 生 と

同 じ学 生で ある 。

　学 習ス トラテ ジーの 使用 傾向を見る ため に は R．Orford の 考案 した Strategy

工nventory 　 far　 La  uage 　 Learning （SILL）を日本語に翻訳 したものを使用 した 。 翻訳にあ

た っ て は 、調査者が い っ たん翻訳したもの を、英語に堪能な二 人の 日本人 に もう一度英語

に移 しか えて もらい 、原文の 意味が 歪め られて い る とこ ろは もう一度翻訳 しなお し 、 元の

質問紙 の信頼性を保っ よう努力 した 。

　SILL は 50 の ス トラテジー項目か ら成 り立 っ て お り 、 それ ぞ れの ス トラ テ ジーの 使用 頻
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度を 1 （ほ とん ど使わない ）か ら 51 非常 によ く使う 〉まで の ス ケール で 答 える とい うも

の であ る 。 Oxford は 6 種類の ス トラ テジーグループ （Menery　strategies ，
　 cognitive

StrategieS ，　CO 皿penSatiOn 　StrategieS ．　■etaCOgniti Ψe　5trate 齷ieS，　affeCtiVe

strategies
，
　 social 　 strategies ）に分類 してい るの であるが 、中に は 2 種類の ス トラテ ジ

ーグル ープに属するよ うに見受け られ る項目もある 。 そ こ で 、私達の 調査 対象とな っ て い

る学生の 結果 に基づ き因子分析を行い 、新 たなグ ループ を再構成 した 。 その 結果得られ た

の が冒 頭で 述べ た 5 種類の ス トラ テジ ーグ ル ープであ る 。 それぞ れの 特微は以下の 通 り。

Communicative　learning　strategies ： 目標言語を現実の 場面で 使い なが ら習得する 。

　 「英語を使 う機会を積極的に求 める 」 、 「誤 りを恐れず英語を使 っ てみ る 」 、 「緑 々 な

　媒介を通 して英 語に 触れ る よ うに する J な どの 例が 含 まれ る 。

C。mpensatien 　and 　guessi   strategies ： 足 りな い 知識を補い なが ら習得す る 。
「知 らな

　い単語の 意味を推測 す る 」 、 「予測す る 」 、 「日本語 、パ ラフ レーズ 、ジ ェ ス チ ャ ーな

　どを使っ て英語の 不足を補 う」 な どの 例が 含 まれ る 。

Secio−affective 　 strategies ： 言語の 社会的側面に注目 し、言語習得の 際感情の コ ン トロ

　ール を行 う。

「ネイテ ィヴス ピー カーの 助け をか りる」 、

「他の学習者と協力する 」 、

　 「話す と き リラ ッ クス する ように する 」 、

「進歩 した と きに は 自分 を誉め る 」 な どの 例

　が含 まれ る 。

ForHal　learning　strategies ： 学校教育の一科目 と しての 外 国語学習を促進 する 。

　 「発 音の 練習をする 」 、 「新 しい単 語 を何度も紙 に書い て 覚 える 」 、 「 レ ッ ス ンの復 習

　 をす る 」 、

f学習計画をた て る 」 な どの 例が含 まれ る 。

Hental　 operational 　 strategies ： 様 zaな認知 的操作を行 う 。
「書語精報をサ マ ライズす る」

　 「新 しい 知識 を 自分の もっ てい る知識に結び付ける 」 、

「 イメ ージ とともに単語を覚 え

　 る 」 、 「知 らな い 単語にっ い て は分析 して意味を推測す る 」 な どの 例が あ る 。

　尚、発 表にお い て は 、以 上の 調査結 果 とと もに、短 大で の 授業内容 な どに も触れ る予 定

で あ る 。
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1 ●被験者

秋田聖霊女子短期大学英語科 2年生

1990 年4 月入 学生

39 名 （推薦入学 ）、 39 名 （一般入試 ）

2 ．調査年 月

　　　　1992 年 2 月 2 年次 授業終 了 時

3 ．質問紙

Strategy　 Inventory　for　Language　Learning（Version　7．O； by　R．Oxford）

Reliability ．95　（Cronbacb　alpha ）　Original　Englisb　Version

．93　（Cronbach　a1pha ）　Japanese　version

4 。前回の 結果
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